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【研究主題】 児童の共感的人間関係を基にした支持的風土の醸成を目指して 

 

【副題】 ～特別活動の実践を通した発達支持的生徒指導の推進～ 

 

【学校・団体名】 滋賀県湖南市立三雲東小学校 

【役職名・氏名】 校長  川嶋 稔彦 

 

１．はじめに 

 本校は開校42年目を迎える全校生徒252名の小規模

校である。開校以来、学校教育目標「人間尊重の精神を

ふまえ、たくましさと優しさが調和した心豊かな子ど

もの育成～いのちかがやく 東小～」に向けて人権教

育を核とした学校経営に取り組んできた。 

 また、昨年度から「笑顔でウェルビーイング」をスロ

ーガンとして子ども・教職員・保護者・地域の笑顔の実

現に向けて教育実践に取り組んでいる。とりわけ、共感

的人間関係の構築から「自己有用感」を高め「自尊感情」

の向上を目指して校内研究を一新し、「特別活動」を窓

口に研究を推し進めている。 

そこには様々な教育的課題から起因する子どもたち

の無気力で無関心な人間関係を改善したいという教職

員の熱い思いがあったからである。子どもたちの無気

力・無関心から起因する希薄な人間関係が基となる学

級・学年風土を温かな共感的人間関係を基軸とした支

持的風土へと醸成させたいという教職員の共通の思い

が同じベクトルで研究を進めていく大きな原動力とな

った。 

本稿では、令和６年度の「特別活動」を研究の核に据

えて、「学級会」「学校行事」を中心に共感的人間関係を

基にした支持的風土の醸成を目指した実践報告をする。 

 

２．主題設定の理由 

(１)本校の教育的課題 

① 不信感を基にした人間関係 

 本校の子どもたちは、相互の人間関係において相手

を思いやったり、相手の立場に立って他者理解をした

りする力が脆弱であると思われる。そのような人間関

係だからこそ、簡単に暴言やいじめが発生する。それ

は、相手を見下すことで子ども自らが自信を持てない

ことやできないことを隠蔽しようとする姿の顕現であ

る。子どもたちは本音で思いをぶつけたり、語り合った

りすることができず、いつも虚構の言動で虚勢を張る

姿が散見されるようになる。 

 以上のような言動が、お互いを信用しない不信感が

あふれる人間関係が構築されていった。 

② 自己有用感・自尊感情の低下 

 「自信が持てない」「できないことが知られたくない」

「失敗は嫌だ」という感情が子どもたちの中で増幅さ

れ、虚飾の自分を見せようとするようになる。子どもた

ちの「自己有用感」を持つ機会が失われ、「どうせやっ

ても無駄」「無理に決まってる」といった感情に支配さ

れる。友だちからの「認め」がない状態が続くと「自尊

感情」が低下し「自分はどうせ何をしてもダメ」「学級

で協力するとかどうでもいい」という感情に陥る。そう

なると学級や学年のために何かしようとする協力的な

言動が極端に少なくなり非協力的な集団へと変貌す

る。「無気力で非協力的な集団」と化した学級・学年集

団は学校行事、授業全てにおいて前向きに取り組めな

くなり、学級・学年がうまく機能しない状況が生まれ

た。 

③ 多様性を背景に持つ子どもたち 

 近年、本校では、外国籍・外国にルーツを持つ児童が

急増している。国籍もブラジル、ペルー、中国、ネパー

ル、ベトナム等さまざまである。母語もそれぞれ異なっ

ており、日本語指導加配教員、母語支援員が配置されて

いる。日本語習得レベルも来日年数や子ども一人ひと

りの能力の差異により大きく異なる。日本語能力によ

って日本語教室に通級する時間数を決定し、主に国語

科、算数科を教えている。他教科においても加配教員が

入り込みで指導を行っている。 

 また、特別支援学級に在籍する児童も近年増えてお

り、交流教科では通常学級の子どもたちと共に学ぶ機

会となっている。特別支援学級の子どもたちの特性も

子どもたち一人ひとり異なり、個別に支援・指導してい

く必要がある。 

上記のような多様性を持つ子どもたちは、特に自信

を持てない子どもが多く、自己有用感、自尊感情が低

い。授業や学校行事では、自信が持てないことから無気

力・無関心に陥りやすく、消極的な参画になりがちであ
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る。 

（２）研究の方向転換 

① 日本式教育「ＴＯＫＫＡＴＳＵ」 

 前述した教育的課題を克服し、共感的な人間関係を

基にした支持的風土の醸成を目指すために「自己有用

感」の獲得、「自尊感情」の向上をキータームとして研

究を転換することとした。そのために教職員全員で熟

議を重ねて、多様な子どもたちも活躍できる「特別活

動」を窓口にして研究を進めることで一致した。 

 「特別活動」は、今や世界が注目する日本式教育であ

る。特にエジプトでは、日本式教育モデルとして学校へ

の導入が進んでいる。その他の中東諸国、東南アジア諸

国でも導入が検討され、「ＴＯＫＫＡＴＳＵ」という呼

称で広がりを見せている。そこには、子どもたちが自ら

進んで参画し、自分たちで話し合って物事を決定する

「学級会」。全員で協力して行事を創り上げていく「学

校行事」。ほかに朝の会、帰りの会、清掃活動が、積極

的に導入されている。そこには、学力だけでなく「非認

知能力」の育成が重要視されている潮流があり、「ＴＯ

ＫＫＡＴＳＵ」は、これらの能力を育むうえで効果的な

教育活動として評価されている。 

② 発達支持的生徒指導の積極的取組 

 １２年ぶりに改訂し、令和４年１２月に公表された

「生徒指導提要」では、４つのポイントとして以下の点

を挙げている。 

 

 

 

 

 

 この４つのポイントを推進していくうえで「特別活

動」の果たす役割が大きい。特に「発達支持的生徒指導」

では、すべての児童の発達を支える観点から、特別活動

の取組は「積極的な生徒指導」として「自己有用感」「自

尊感情」を育み、高めていくものである。そのために

は、「特別活動」での「対話」を通して「認め」や「励

まし」をお互いに働きかけていくことが非常に有効で

あると考え、これまでの教科指導の校内研究から「特別

活動」を核とした校内研究へと大きく方向転換してい

くこととなった。 

 

３．グランドデザインの策定 

 まず取り組んだことは、「グランドデザイン」の策定

であった。学校が新しく目指す学校教育活動全体をわ

かりやすく明確にし

ていく目的で、校長

を中心として教頭、

校内研究主任、学年

主任と熟議を重ねて

策定した。完成した

グランドデザイン

は、保護者、地域の

方々へＨ・Ｐや校報

を通じて発信し、理

解の促進を図った。 

 

４．校内研究組織の再編と新たな取組 

 次に着手したのが、校内研究組織の再編である。前年

度まで取組を進めてきた国語科を窓口とした読み解く

力の育成から大きく研究が転換したためである。 

 まず、校内研究主任に前任校で特別活動に取り組ん

だ経験のある教諭を配置した。研究主任を中心として

３つの部会を組織し、それぞれの部会長には特別活動

の経験値の高い教諭を配置し、より一層研究の推進力

となる組織作りを行った。この組織が研究主任を核と

して学級会の初歩的な方法、学級会グッズなどを整備

し、誰もが学級会に気軽に取り組める環境を確立する

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 授業研究部 

子どもにとって必然性のある課題に対して、学級全

体で支持的な話合いに関する研究を以下の内容で行う。 

〈具体的な研究内容〉 

ⅰ学級会(１)の実践 

ⅱ実践検証、共有化…研究授業、一人一授業の実施 

 まず、学級会(１)の活動について、学級会の手順や方

法、流れを知らない教員が多く、議題選定から事後の活

動までを研修を通して共通理解するようにした。校内

研究推進委員会のメンバーを中心として「模擬学級会」

を開催した。準備委員会の様子も動画を作成し、何のた

１． 自己存在感の感受 

２． 共感的な人間関係の育成 

３． 自己決定の場の提供 

４． 安全・安心な風土の情勢 

【研究組織体制】 
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めに準備委員会をするのかも明確にした。 

 学級会の実践として各学級年間８回以上の学級会開

催を目標とした。これは、８回以上実践すると学級全員

が司会グループを担当することができるからである。

研究授業として低・中・高学年部で１本、全学級で一人

一授業公開することを原則とした。 

学級会を全ての学級で実践していくことで、子ども

たちの中で、自分たちで決定していく達成感を感じら

れるようになっていった。また、明確に反対するのでは

なく、「○○さんの意見に心配です」と相違な部分を指

摘して話し合いを重ねていくようにした。「反対です」

と言われると否定さ

れたと思い、次に意見

が言いにくい状況に

なってしまうと考え

たからである。つまり

アサーションを意識

した話合い活動へと

昇華させていったのである。アサーションを用いるこ

とで意見を言うことに対する不安が除かれ、安心して

発言できる雰囲気を醸成することができた。この意識

は後述する「練り合い向上部」のクラス会議の取組によ

るところが非常に大きい。また、多様な背景をもつ子ど

もたちも活躍する場となり、これまで発言できなかっ

た外国籍、特別支援学級の子どもたちが生き生きと発

言する場面が見られるようになった。 

（２） 練り合い向上部 

話合いの活性化に向け、支持的風土のある学級基盤

づくりや話し方に関する研究を以下の内容で行う。  

〈具体的な研究内容〉 

ⅰクラス会議の実施 

ⅱなぜならシートの取組 

 練り合い向上部では、意見や思いを伝えることを最

重要ととらえて研究を行った。 

 第一に「クラス会議」の

実践である。クラス会議

とは、学級全員が輪にな

ってすわり、トーキング

スティックを回しながら

テーマについて発言する

という活動である。ここで、とりわけ重要視したことは

「否定されない」ということである。自分の発言が否定

されると、自信が持てなくなり発言することをためら

うようになる。どんな発言もすべて認められるという

雰囲気づくりのために、ルールとして「否定しない」こ

とを条件として実践した。 

 第二に、「なぜならシ

ート」の実践である。「な

ぜならシート」の目的

は、自分の意見や考えを

明確にすること、自分の

意見や考えを掘り下げ

ること、理由付けをする

ことである。「なぜなら

シート」を週１回のペー

スで全学級が取り組ん

でいくことで、自分の意

見を自分で掘り下げてくわしく説明することできるよ

うになった。子どもたちは「なぜならシート」に夢中に

なって、テーマも自分たちで考えられるようになった。 

（３）学年・行事経営部 

系統的な児童の主体的活動に関する研究を学校行事、

児童会活動を通して以下の内容で行う。 

〈具体的な研究内容〉 

ⅰ学年、学校行事における児童の主体的活動への提案 

ⅱ各学年における主体的活動の系統性 

 学年・行事経営部では、学校行事をいかに子どもの主

役にして、子どもたちが主体的に行事の運営を行うこ

とができるのかを研究していった。 

 まず、子どもたちが失敗してもそれを学びとしてと

らえて教師、子ども同士で「認め」を積極的に入れてい

くことを推進した。実行委員制を取り入れ、子どもたち

が企画、提案、実行していくことを教師はあくまでもサ

ポート役に徹する。子どもたちのアイデアを積極的に

取り入れて、子どもに任せる部分や場を徐々に多くし

ていった。教師のこれまでの教師主導の行事運営に見

られた固定概念からの脱却が必要であり、教師も失敗

を恐れずに取り組む姿

勢に変容していった。  

右の写真は「全校集

会」の打合せの様子であ

る。全校集会は、これま

で教師主導で運営し、子

どもたちは教師の指示

のもと参画していた。令和６年度からは、子どもたちが

自分たちで打合せ、司会進行を行うようにした。打合せ

２年生：学級会(１) 研究授業 

全校集会打合せ 
１年生：クラス会議 
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では「校長先生の今月の

全校集会の話は何です

か」と事前に話の内容を

確認し、コメントを考え

ておくのである。そうす

ることで、スムーズな進

行が可能となるのである。 

 音楽会では、学年練習においてパートごとに子ども

たちに任せて自分たちで教え合いながら練習する場を

作った。そうすると自然と自分たちで認め合い、できた

ことをお互いに賞賛

しあうようになっ

た。そこには「自己有

用感」が生まれ、音楽

会を成功させたいと

いう学年のまとまり

が生まれていったの

である。その他の行事においても子どもたちに任せる

ようにして、子どもの主体性を育んでいった。 

 

５．子どもの変容 

① Q－U結果 

本校では、

2019年度からQ-

U アンケートを

実施している。

本稿の実践を行

った2024年度の

結果では、「満 

足群」の割合が

非常に増え、「不満足群」の割合が大きく減少している。

自分たちの学級の居心地が良く、安心できる支持的な

学級風土に変容したことが分かる。 

② 児童アンケート結果 

 児童アンケートを4月と12月に様々な観点から実施

している。その中で今回の研究に関する「自己有用感」

「自尊感情」「共感的人間関係」「支持的風土」の観点に

ついてのアンケート項目

を中心に分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問①では、強い肯定が 69％から 74％へ上がってい

る。これまでよりやり遂げてうれしい経験が、学校行

事、学級会での主体的な取組により高まったと考えら

れる。学級会で決めたことをやり遂げた経験や学校行

事に自分たちで主体的に取り組み得られた達成感がこ

の結果につながっている。 

設問②では、強い肯定が24％から 34％、設問③では

58％から 61％に上がっている。これまで「もう無理や」

「意味ない」とすぐに諦めていた子どもたちが、失敗を

恐れなくなっているのは大きな変容である。そこには、

友だちからの「認め」が大きく関わり「わかってくれる

人がいる」との回答が増えていると考える。また、失敗

しても「大丈夫」「ドンマイ」と励ましの声かけが増え

ていることの表れであると考える。 

 設問④では、強い肯定が 23％から 36％へ 13ポイン

トも上昇している。これは、学級会やクラス会議の取組

の成果の表れであることは、間違いない。学級会で身に

付けた話合いから問題解決する力は、教科学習にも汎

用されている。教科学習での対話的学習にも積極的に

取り組む子どもの姿が増えてきている。 

 

６．今後に向けて 

 令和 7 年度も引き続いて「特別活動」を核に研究を

推進している。今年度は、昨年度の課題であった「合意

形成」を子どもの「共感」と「納得」ができるように思

考ツールと司会グループ以外のファシリテーションに

フォーカスして研究を推進している。全ての子どもが

「共感」と「納得」を得られる話合いを深化し、発達支

持的生徒指導をさらに拡充していきたい。 

お互い認め合う音楽会パート練習 
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③ 学級の中にあなたのことを分かってくれる人はいますか 
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④  問題解決に向けて友だちと考えを出し合い、話し合う中で自分
の考えを高めている 

29 

34 

54 

56 

15 

10 

2 

0 

0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

４月

12月

②難しいことでも失敗を恐れず挑戦している 
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① 物事を最後までやり遂げてうれしかったことがある 

子どもたち主体の全校集会 


